平成26年度　障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修　要綱

含むべき内容

○身体障害者に対する身体拘束の具体的取り組み
○身体拘束や行動制限を廃止するための具体的な取り組み
講義のねらい　
○身体拘束は、原則的に虐待であることを理解し、その上で身体拘束についての「緊急やむを得ない場合の3要件」

と手続き上の手順を理解する。
○身体拘束・行動制限につながりやすい行動障害について理解し、行動制限しない支援の取り組みについて理解する。
講義内容とポイント（９０分）
	講義内容
	ポイント
	時間配分

	身体障害者に対する身体拘束の具体的取り組み
	緊急やむを得ない場合を除いて身体拘束等は禁止されているが、そもそも具体的に何が身体的拘束にあたるのかという疑問から、身体的拘束廃止に向けて取り組んできた。それまで当然のように行われていた車いすのベルトの使用等も身体的拘束にあたると認識し、それをどのように取り扱うかを検討する仕組み作りを行ってきた。その過程と、策定した身体的拘束等廃止マニュアル及び検討した事例について紹介する。
	４５分

	知的障害者の行動制限を廃止するための具体的な取り組み
	残念ながら、障害者福祉施設従事者等が障害者に対して暴行等を行い、刑事事件に至る事例が無くならない。そして、話しことばによる意思交換が難しい重度・最重度の知的障害者で自傷や他害行為を頻回する、いわゆる強度行動障害のある人が、このような事件の対象になる場合が多い。この時間は、このような人たちの障害特性と、福祉の現場で有効と考えられる支援方法を紹介することで、個人の尊厳が守られた環境整備について概要を紹介する。
	４５分


講義で使用するもの

○資料集
 ○PPT
講義にあたっての留意事項
都道府県研修にあたっての留意事項

○身体拘束・行動制限に熱心に取り組んでいる施設関係者等に依頼する。

参考文献

自閉症の人が求める支援・第３巻「実践編 自立のための構造化」（DVD）朝日新聞厚生文化事業団

2日目　障害者福祉施設等設置者・管理者研修


イウ・講義１　身体拘束・行動制限を廃止するための取り組み


講師：＜身体障害＞ 長谷川　裕之


（社会福祉法人川崎市社会福祉事業団 川崎市れいんぼう川崎　所長）


＜知的障害＞ 志賀　利一


　　　（独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園 事業企画局研究部長）








